
， ラキ十三
；；

　　

′・
、ｒ‘

農 政 第

　

５

　

６

　

８

　

号

監

　　　

第 １

　

４

　

８

　

号

令和２年 ５月 １ ５ 日

一般社団法人石川県建設業協会
ｒ
１

　　

二
〕

デ

　

ー

　

－
ｉ
ごキ

　

ｔト

　

１

　　

・長

－
．

≦
－－＝
ｒ
長
至
キ
、

′′・‐

　　

．

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　

ｒ
　

　

　

　

　　　

　　　　

　会

　

長

　　

小倉

　

淳

　

様

農

　

林 水

　

産 部

　

長、

　　　

事キー，
土

　　

木

　　

部

　　　

． ， －

　

，

ゴ

　

ム

　　

’

建設工事に係る余裕期間制度 （フレックス方式） の試行について （通知）

標記の件について、公共工事における施工時期の平準化を図るため、 下記のとおり余
裕期間制度 （フレックス方式） の試行を実施しますので、 貴協会の会員各位にご周知頂
きますようお願いいたします。

１． 試行内容

　

別添，「建設工事に係る余裕期間制度 （フレックス方式） 試行要領」 を参照

２． 適用開始日

　

令和２年６月１日以降に入札公告又は指名通知を行う工事から適用

２，５，１９



÷三鴎な朝曲定（余裕期間制度）

　

」
１

　

金裕期間制度の概要

・建設業は就業者数が減少しており、 限られた人材等を有効に活用
するため、 実工期に受注者が資機材や建設労働者などを確保する
ための余裕期間を加えて発注し、 受注者側の観点から施工時期の
平準化を図る。

○ 余裕期間制度

　

Ｌ÷÷－－

　

－

１亨全体工期の中で、 受注者が工事の着工及び完成日を任意で選択

発注時－１

　　

余裕期間

　　

ｉ

　　　　

－－一二蓮塵雷 義三；；ニニニ三一－－－－

（発注者）

ー

　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ノ ．

　　　　　

（発注者が３ヶ月以内で設定）′」ぐ準備期間ヰ蒲施日亡甘数 体龍戸降霞蓋コあ重－儀圃：日‐含むＩＥ昌催盤珪１寸け期間）－ｒ

　

　

　　　

　
　 　

　　　　　　　

　

　　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　

全体工期＝余裕期間十実工期

　　　　　　　　　　　　　　　　

ノ

　　　

ー

契約時

　　　

余裕期間

　　　

‐ー

　

ー

　

－

　　

－棄‐よ－ｊ掛 」 … …

　

…‐‐
′

　　　

ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ーー‐ー

　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

　　

”

　　

－

　　

－

　　　　

二

　　　　　　　　　　　　　　　　

！
余裕期間

　　　　　　　　　

‐
実
‐ニエ－－

ゴ風」－－－－－－－－－－

　　

－－－－－ー

完成

　

の期限

１ 契約時１

　　

余裕期間

　　

三

　

（受注者） １ｒ

　　　　　　　　　

１ｒ

　　　　　

契約日 着工日 完成日

　

受注者は余裕期間内で

　

工事の着工日を設定

　　　　　　　　

受注者は全体工期内で工事の完成日を設定

　　　　　　

飴

　

ｈ

　　

一
一
「
一ー － － 一ーーー・

　　　　　　　　　　　

轟お期 間制賭

　　　　　

Ｌ 通常工事

余裕期間十準備期間十施工日数 準備期間十施工日数
十後片付け期間

　　　　　　　　　　　　

十後片付け期間
工期の設定
（発注時）

余裕期間内の技術者の配置は不要

　　　

工期の間は配置が必要． 技術者の配置

　　　　

　

完 成 日

繋喜総 雛顔の日から

　　　

契約締結の日から７日以内

受注者が全体工期内で選択

　　　　　　

入札公告に示したとおり

２

　

対象工事

　

※災害復旧工事は対象外

・供用開始や関連工事等に影響がない工事
・当該年度及び翌債等で承認された期日を超えない工事



建設工事に係る余裕期間制度 （フレックス方式）試行要領

（趣旨）

第１条

　

この要領は、 石川県が発注する建設工事において、 受注者の円滑な工事施工体制の確保を図る

　

ため、 全体工期の範囲内で受注者が着工及び完成日を設定することができる余裕期間制度 （以下 「フ

　

レックス方式」 という。） の試行に関し、 必要な事項を定めるものとする。

（用語の定義）

第２条

　

この要領で使用する用語の定義は、 当該各号に定めるところによる。

　

（１） 余 裕 期 間：受注者が労働力及び建設資機材を計画的に確保するための期間で、契約締結日から

　　　　　　　　

着工日の前日までをいう。

　

（２） 実

　

工

　

期：実際に工事を施工するための期間で、 着工日から完成日まで（工事に係る準備期間

　　　　　　　　

と後片付け期間を含む。） をいう。

　

（３） 全 体 工 期：余裕期間と実工期とを合計した期間をいう。

（対象工事）

第３条

　

フレックス方式の対象となる工事は、 次の各号のいずれにも該当する工事でかつ、 出先機関の長

　

（本庁においては、 主務課長） が必要と認める工事とする。 ただし、 設計変更または工事の中止による

工期の大幅な変更等が予想される工事、 緊急性のある工事その他フレックス方式によることが適当でな

いと認める工事については、 この限りでない。

　

（１） 供用開始や関連工事等に影響を及ぼさない工事であること。

　

（２） 当該年度及び翌債等で承認された期日を超えない工事であること。

（工事の着工及び完成日）

第４条 工事の着工日は、 契約締結日から起算して３ヶ月以内とする。 ただし、 現場条件等により、 ３ヶ

月を超える余裕期間を設定する必要がある場合は、発注者はその理由を整理のうえ設定することがで

きる。

２

　

発注者は、 着工及び完成日の期限をあらかじめ定め、 入札公告等に明示することとする。

３

　

受注者は、 契約締結日から着工日の期限までの間で、 休日 （石川県の休日を定める条例 （平成元年

石川県条例第１６号） 第１条に規定する休日をいう。 以下同じ。） を除く任意の日を着工日として設

定することとする。

４

　

受注者は、 完成日の期限までの間で、 休日を除く任意の日を完成日として設定することとする。

５

　

第３項及び前項の規定により受注者が定めた着工及び完成日を建設工事請負契約書に記載すること

とする。

６

　

受注者は、契約締結後であっても、 工事の着工前であれば第３項及び第４項の規定の範囲内で着工

及び完成日を変更することができる。

７

　

受注者は、 着工後において、 工事内容の変更がある等、 特段の事由により実工期が変更となる場合

　

は、 発注者と協議のうえ、 受注者が設定した完成日を変更することができる。

２



（着工前の取扱い）

第５条

　

受注者は、余裕期間の間は、 工事 （工場製作、測量、資材の搬入、仮設物や現場事務所の設置

等の準備工を含む。） に着手してはならない。 ただし、 現場に搬入しない資機材の準備及び労働者の

手配 （以下 「準備等」 という。） は、 この限りでない。

２

　

余裕期間の間に行う前項の準備等は、 受注者の責任において行うこととする。

３

　

受注者は、 余裕期間の間は、 現場代理人及び主任 （監理） 技術者の配置を要しない。

（契約関係の取扱い）

第６条

　

フレックス方式を実施する場合における発注者と受注者の契約関係の取扱いについては、 次の

各号のとおりとする。

　

（１） 受注者は、 着工日までに施工計画書を発注者に提出することとする。

　

（２） 受注者は、契約時に現場代理人及び主任技術者選任届を提出することとする。

　

（３） 一般財団法人日本建設情報総合センターの工事実績情報システム （ＣＯＲ工ＮＳ） に登録する工期及

　　　

び技術者の従事期間については、 着工及び完成日を登録することとする。

　

（４） 受注者は契約締結後１０日以内にＣＯＲＩＮＳに登録することとする。

　

（５） 契約保証の期間は、 契約締結日を含み完成日までとする。

（アンケート調査の実施）

第７条

　

受注者は、 別に定めるアンケート調査に回答し、 工事完了後、 速やかに発注者に提出すること

とする。

（経費の負担）

第８条

　

フレックス方式を適用することにより増加する費用は、 受注者の負担とする。

（その他）

第９条

　

この要領に定めのない事項またはこの要領の規定によりがたい事項については、 発注者が必要

　

に応じて別に定めることとする。

附 則

　

この要領は、 令和２年６月１日から施行する。

３



【参 考】 余裕期間制度 （フレックス方式） 試行工事に係る留意事項

４

区

　

分 余裕期間制度（フレックス方式）

①設計書工事名 工事名の末尾に（余裕期間対象工事） と記載

②特記仕様書 特記仕様書を添付

③入札情報システム 備考欄に「余裕期間制度対象工事」と記載し、掲載資料を添付

④契約書 工期は受注者が任意で設定した着工及び完成日を記載する。

⑤余裕期間

着工日の前日まで、 現場代理人及び主任 （監理） 技術者の配置は不要

現場に搬入しない資機材等の手配や準備は可能

資材の現場搬入や仮設物の設置、測量や工事着手は不可

⑥工程表 契約締結後７日以内に提出

⑦現場代理人等選任届 契約時に提出

⑧前払金の請求 契約締結後に請求可能

⑨施工計画書 着工日までに提出

⑬ＣＯＲ工ＮＳ登録 工事の契約締結後、１０日以内 （休日除く） に登録

⑪契約保証期間 契約締結日を含み完成日まで



【参 考】 余裕期間制度 （フレックス方式） 試行工事に係る契約事務手続き

『発注時「
（発注者）

①着工及び完成日の期限の設定

②工事名の末尾に （余裕期間対象工事） を記載

③特記仕様書の添付

④入札公告又は指名通知に余裕期間制度の対象であることを明示

⑥入札情報システムの備考欄に 「余裕期間制度対象工事」 と記載し、

　

掲載資料を添付

（受注者）

①契約書、 現場代理人及び主任 （監理） 技術者選任届を提出

　

※契約書の着工日は（契約締結の日から３ヶ月以内）と記載する。

（発注者）

②契約時に工事の着工及び完成日が、 発注時に明示した着工及び

　

完成日の期限内となっているか確認

（受注者）

①契約締結後７日以内に工程表を提出

②前払金は契約締結後に請求可能

③着工日までに施工計画書を提出

④契約締結後、１０日以内にＣＯＲＩＮＳ登録

⑤余裕期間内は現場代理人及び主任（監理）技術者の配置は不要

⑥現場に搬入しない資機材等の手配や準備は可能

　

資材の現場搬入や仮設物の設置、 測量などの現場の準備作業は不可

⑦着工及び完成日を変更する場合は 「工期変更承認申請書」 を監督員

　

に提出

　

→ （発注者） 工期変更承認通知書 → 変更契約締結

（発注者）

⑧受注者から 「工期変更承認申請書」 が提出された場合は、 変更内容

　

を確認し所長決裁のうえ、「工期変更承認通知書」 を受注者に通知

　　　　　　　　

（受注者）

　　　　　　　　　

工事内容の変更等、 特段の理由により実工期が変更となる場合は

　

　　

　　　　 　　　
完 成 －

Ｌ÷ → （受注者）

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　

アンケートに回答し監督員に提出

５

余

裕

期

間



　

．

　

」

　　

▼

　

墾冊

○余裕期間制度対象工事

　

１

　

本工事は、円滑な工事施工体制の確保を図るため、全体工期の範囲内で受注者が工事の

　

着手及び完成日を設定することができる工事であり、余裕期間制度（フレックス方式）試

　

行要領に基づき実施するものとする。

　

２

　

受注者は、契約締結日から着工日の期限までの間で、休日を除く任意の日を着工日とし

　

て設定することができる。

　

３

　

受注者は、完成日の期限までの間で、休日を除く任意の日を完成日として設定すること

　

ができる。

　

４

　

工期は受注者が任意で設定した着工及び完成日を記載する。

　

５

　

受注者は、 契約時に現場代理人及び主任技術者選任届を発注者に提出しなければなら

　

ない。

　

６

　

受注者は、 着工日までの余裕期間内に工事 （工場製作、 測量、 資材の搬入、 仮設物や

　

現場事務所の設置等の準備工を含む。） に着手してはならない。 ただし、 現場に搬入しな

　

い資機材の準備及び労働者の手配は、 この限りでない。

　

７

　

受注者は、 余裕期間の間は、 現場代理人及び主任 （監理） 技術者の配置を要しない。

　

８

　

受注者は、 着工日までに施工計画書を提出するものとする。

　

９

　

余裕期間制度の適用により増加する費用は、 受注者の負担とする。

１０

　

その他、 この特記仕様書に定めのないことについては、 余裕期間制度 （フレックス方

　

式） 試行要領によるものとする。

（着工日の期限）

　

契約締結日から起算して３ヶ月以内

（完成日の期限）

　

令和○年○月０日

入札情報システム掲載資料

余裕期間制度 （フレックス方式） 試行対象工事について

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、全体工期の範囲内で受注者

が工事の着工及び完成日を設定することができる余裕期間制度の試行対象工事である。
工事の実施にあたっては、余裕期間制度（フレックス方式）試行要領及び特記仕様書に

よるものとする。

６



１入札公告

完成期日

　　

本工事は余裕期間制度（フレックス方式）対象工事のため、受注者は次に記

載した工事の着工及び完成日の期限の間で、 工事の着工及び完成日を設定す

ること。

着工日の期限：契約締結日から起算して３ヶ月以内

完成日の期限：令和○年○月０日

工事の実施にあたり、この公告に記載のないことについては、余裕期間制度

（フレックス方式） 試行要領及び特記仕様書によるものとする。

：
．・

　　

－－：，＝ １１

　

‐

　　

：

建 設 工 事 請 負 契 約 書

１

　

工事名

２

　

工事場所

３

　

工期

　　

着工

　

令和

　　

年

　　

月

　　

日 （契約締結の日から３ヶ月以内）

完成

　

令和

　　

年

　　

月・

　

日

４

　

請負代金額￥

うち取引に係る消費税

及び地方消費税の額

　　　

￥

５

　

請負代金の支払

　　

前払 金額

　　　　

￥

　　　　　　　　　　　　　　

．－ 以内

　　

中間前払 金 額

　　

￥

　　　　　　　　　　　　　　

．－以 内

　　

部 分払 回数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

回以内

７

　

分別解体等の方法等 別紙のとおり

７



（様式１）

令 和

　

年

　

月

　　

日

○○事務所長

　

様

住

　

所

商号または名称

代 表 者 名

　　　　　　　　　　

印

工

　

期

　

変

　

更

　

承

　

認

　

申

　

請

　

書

下記工事について、 工期を変更 したいので申請 します。

工

　

事

　

名 ０ ０ 工 事 （余裕期間対象工事）

工

　

事

　

場

　

所 ○○市○○町

　

地内

契

　

約

　

日 令和○年○月○日

着 工日の期限 令和○年○月○日 （契約日から起算して３ヶ月以内）

完成日の期限 令和○年○月○日

変更前

工

　

期

着工日 令和○年○月○日

完成日 令和○年○月○日

変更後

工

　

期

着工日 令和○年○月○日

完成日 令和○年○月○日

変

　

更

　

理

　

由

８



（様式２）

　

第

　　　　　

号

令 和

　

年

　

月

　　

日

（受注者）

○○００

　

様

００事務所長

　

印

工 期 変 更 承 認 通 知 書

工期変更承認申請について、 下記の条件を付 して承認 します。

記

１

　

工

　

事

　

名

　　　　

○ ○ 工 事 （余裕期間対象工事）

２

　

工

　　　

期

　　　　

令 和 ○ 年 ○ 月 ○日から令和○年○月○日ま で

　

（変更後）

３

　

その他条件

　

・着 工日 の前日ま での間は、 工事の施 工 （工場製作、 測 量、 資材の搬 入、

　　

仮設物や現場事務所の設置等） を行ってはな らない。 た だ し、 現場に搬

　　

入 しない資機材の準備 はできるものとする。

　

・速や かに変更契約 を締結すること。

９



余裕期間制度 （フレックス方式） Ｑ＆Ａ

１Ｑ， 余襟月間制度（フレックス方式）とはどのようなものですか。

　

１

ＡＩ

　

余裕期間制度 （フレックス方式） は、 受注者の円滑な工事施工体制の確

　　

保を目的として試行している契約方式です。通常、発注者が示す工期は、

　　

準備期間及び施工日数、後片付け期間の合計で算定していますが、フレッ

　　

クス方式では、これに余裕期間を加えて全体工期を設定しています。受注

　

者は発注者が定める着工及び完成日の期限までの間で、 工事の着工及び

　　

完成日を任意で設定します。

○余裕期間制度 （フレックス方式） と通常工事の主な違い

　　　　　

，淵 凋 鵬

　　

ｉ
通常キ ー

Ｙ

　

ｉ

工期の設定

　

；余裕期間十準備期間十施工日数 準備期間十施工日数
（発注時）

　

１十後片付け期間

　　　　　　　　　　

十後片付け期間

技術者の配置

　

余裕期間内の技術者の配置は不要

　

工期の間は配置が必要

萱 工 日

　

繋 音 鴎 雫 隊 の日から

　　

ｒ勺締結のＢから７日以

完

　

成

　

日

　　　

受注者が全体工期内で選択

　　　　

入札公告に示したとおり

○余裕期間制度 （フレックス方式） イメージ図

　

受注者は、発注者が明示した着工及び完成日の期限内で工事の着工及び完成日を任意で設

定することができます。

－奨面司 座塗章票楓 無め竺
１

－ ．

　　　

三

　　　

一

　

（発注者）

　　　　　　　　　　　　　　　

′１ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　

′
′‘

　　　　　　　　　　　　　　

着工日の期限

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

完成

　

の期限

， －

　

′ 全体工期余裕胴十実工期

　　

『

　　　　　　

余 裕期 間－契約時１」

　　

．

　

（受注者）

　　　　

契約日

　　　　　　　　　　　

着工日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

完成日

　

受注者は余裕期間内で

　

工事の着工日を設定

　　　　　　　　

受注者は全体工期内で工事の完成日を設定

１０



Ｑ２

　

余裕期間制度の試行工事で、 余裕期間を取らないことはできますか。

Ａ２

　

着工日は、 受注者が余裕期間内で任意に選定できますので、 余裕期間を

　

取らない着工日を設定することも可能です。

Ｑ３

　

契約保証の期間は契約締結日から対象になりますか。

Ａ３

　

契約保証の期間は着工日に関係なく、 通常の工事と同様に契約締結日を

　

含み対象となります。

Ｑ４

　

契約締結後に着工日を変更することはできますか。

Ａ４

　

工事の着工前であれば変更は可能です。 契約工期を変更することになり

　　

ますので、 監督員と協議のうえ、 着工日の期限までの間で改めて着工日を

　　

選定し、 「工期変更承認申請書」 （様式１） を提出して下さい。

Ｑ５

　

配置予定技術者を青工日から配置することができなくなった場合、 技

　

術者の変更はできるのですか。

Ａ５

　

一般競争入札において、 配置予定技術者として申請した人物を配置する

　

ことが原則です。 しかし、 病休、 死亡及び退職等極めて特殊な場合であっ

　

て、 発注者 が承認 した とき にお いて は、 この 限り でありません。

Ｑ６

　

余裕期間内は、 現場での測量もできないのですか。

Ａ６

　

余裕期間内は、 資機材の搬入や仮設物の設置等の現場での準備作業がで

　

きません。 したがって、 現場における工事の準備行為である測量について

　

も、 行う こと はできませ ん。

Ｑ７

　

余裕期間内は、 下見等のための現場への立入りもできないのですか。

Ａ７

　

工事の準備行為に当たらない現場の下見や電話、 水道事業者等の関係機

　　

関、 地元住民との協議のための立入については可能です。

Ｑ８

　

余裕期間内に前払金の請求はできますかですか。

Ａ８

　

通常の工事と同様に契約締結後から請求ができます。



Ｑ９

　

配置予定技術者が、 他の工事に従事してし、る場合、 他の工事の工期が当該

　

工事の余裕期間と重複していてもよいですか。

Ａ９

　

専任義務を有する配置予定技術者が、 他の工事に従事している場合、 他

　

の工事の工期末が余裕期間に重複していても問題はありませんが、 当該工

　

事の着工日までに、 他の工事が竣工し、 検査が終わっていることが必要で

　

す。 ※ただし、 当該工事及び他の工事間で兼務の承認を受けている場合

　

は、 この 限り ではありませ ん。

Ｑ「０

　

工事の完成日は変更できますか。

ＡＩＯ

　

工事の着工前であれば可能です。 契約工期を変更することになります

　　

ので、 監督員と協議のうえ、 完成日の期限までの間で改めて完成日を選

　　

定し、 「工期変更承認申請書」 （様式１） を提出して下さい。

　　

工事の着工後は原則、 工事の完成日は変更できません。 ただし、 工事

　

内容の変更がある等、 特段の理由がある場合に限り、 発注者と協議のう

　

え、 当初に設定した完成日を変更することができます。

１Ｑ「ー

　

余 襟月間中に資機材等の発注を行っても Ｗ、ですか。

　　　

１

ＡＩＩ

　

資機材等の発注は可能です。 ただし工事の主たる内容が工場製作の場

　　

合は工場製作等を工事の着工日までの間に行ってはいけません。

Ｑ１２

　

発注者が提示する全体工期を短縮して契約はできますか。

Ａ１２

　

工事の完成日については、 入札公告等に明示した完成日の期限までの

　

間で受注者が任意で選択できますので、 全体工期を超える契約はできま

　

せんが、 短縮は可能です。 必要な余裕期間と実工期を確保したうえで、

　

完成日を設定して下さい。

Ｑ１３

　

通常の工事と比べて、 契約手続きに違いはありますか。

Ａ１３

　

余裕期間の試行工事では、 受注者が工事の着工及び完成日の期限内で

　

定めた着工及び完成日を建設工事請負契約書に記載して下さい。

１２



余裕期間制度（フレックス方式）試行工事に関するアンケート

下記の設問に回答をお願し、します。
「現場代理人」または「主任（監理）技術者等」の方がご記入ください。

発注者
が記入

　

【１１

　

余裕期間を活用されましたか？

該当箇所に○を入力してください
↓
□ 活用した

□ 活用しなかった

→ 【３１ へ

→ 【２１ へ

【２１１余裕期間を取らなかった理由は？（※余裕期間を０日とした場合のみ記入願し、ます。）

該当箇所に○を入力してください
↓

［コ余裕期間を取る必要がなかったため。 （契約後、速やかに現場着手が可能な体制であった等）

［コ工期が厳し＜、速やかに現場着手が必要であったため。

［コ その他 （ー
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１）

　　　　　　　　

その他の場合は、 具体的な内容を記載してください

【３１１余裕期間制度（フレックス方式）工事を施工して、良かった点はありますか？

該当箇所に○を入力してくださし、（複数回答可）
↓
□ 作業員の確保や下請企業と調整する準備期間力煎れた

□ 資機材を確保（調達）する羽商期間力触れた

□ 余裕期間が有ったことで監理技術者等の配置が他工事と重複せず、当該工事に就 に とが出来た

□ その他 （ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１）

↑
その他の場合は、 具体的な内容を記載してください

１３



　

【４１

　

余裕期間制度 （フレックス方式） 工事の施工にあたり、 改善して欲しい点はありますか？

該当箇所に○を入力してください（複数回答可）
↓
□ 工事の始期．終期を決定する時期をもう少し遅くして欲しい（契約時に決定することは難しい）

□ 着手前でも測量など軽微な現場作業を認めてほしい

□ 余裕其月間日数をもっと延ばしてほしい

□ その他 （ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１）

↑
その他の場合は、具体的な内容を記載して＜ださし、

【５１１今回の工事の余裕期間（日数）は適切でしだか？

該当箇所に○を入力してください
↓
□ 丁度よい

□短い
上記の理由 （１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１）

【６１１余裕期間制度（フレックス方式）工事を今後も実施、拡大していくべきと考えますか？

該当箇所に○を入力してください
↓
［］今後も実施、拡大していくべき

［］実施すべきでない

上記の理由 （１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１）

【７１１余裕期間制度（フレックス方式）工事を拡大していくうえで課題と考えられる事はありますか？

□ 糊こない

□ 課題があると考える

課題があるとお考えの場合には、その課題について具体的に記述願います。
↓

【８１１爺 期間制度（フレックス方式）工事を適用して欲しい（あるいは適した）工事はどのような工事です

具体的な工事内容および工種等について記述願います。

１【９１ Ｆ 也 余 裕期間制度（フレックス方式）工事の実施‘こ関するこ意見、ご要望があればご記入＜ださ１

アンケートは終了です。 ご協力ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１４


